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2Aa－5 食嗜好および味覚感受性に対する25年間の追跡調査
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食　　物

　【目的】本報告では,1968年当時2o歳であった女子99名を対象に25年間の年齢経過を追っ

て食嗜好ならびに味覚感受性の推移を検討した.

　【方法】同一対象群99名について，1968年(平均年齢20歳),1978年(30歳).1983年(35歳).

1988年(40歳).1993年(4S歳)の計5回,甘・酸・塩味を特徴とする食べ物に対する嗜好調査

を行った. (回収率:70.7％(1978年).96.7％(I983年). 80.8％(1988年).29.3％(1993年))

1968年,1993年の2回,上記被検者のうちそれぞれ88名.26名について,ショ糖，クエン酸,塩

化ナトリウムの等差濃度水溶液を検査試薬として,全口腔・上昇系列法により味覚同値検

査を行った.また比較対照として1988年に20歳の女子98名.1993年に20歳の女子9S名を被検

者とし,嗜好調査ならびに味覚検査を実施した.Duncans Multiple Range Testおよび数量

化3類によってデータの検定・解析を行った.

　【結果】(D追跡調査の20歳,30歳.40歳.45歳の食嗜好パターンは，(若年層)と(中年層)に

分けられた.
(2)1968年に20歳の被検者群の嗜好パターンと1988年に2Q歳の被検者群の嗜好パターンは

類似していた.
(3)1968年当時2o歳であった被検者の甘・酸味同値(平均値)と25年後の45歳になったとき

の同値の間には.有意差がみられなかった.
(4)比較対照とした20歳女子の甘・酸味同値(平均値)と追跡調査のlo歳および45歳の同値

との間には,いずれも有意差は認められなかった．

2Aa-6　　　　『四季御献立井御料理仕立様』について

　　　　　　○橋爪伸子＊　　江後迪子

　　　　　　　（＊香蘭女短大）

＜目的＞杵築藩政研究会久米氏所蔵の『四季御献立井御料理仕立様』（成立年代不詳）は，
江戸時代杵築藩松平家のものであり，著者は不明である．内容は主として料理献立並びに
作り方が書かれている．そこで本報は，本書の構成並びに記載の料理および食品・本書の

書かれた意図・他の料理書との比較・杵築藩の地域的特徴・成立時期の推定などについて

検討を行うことを目的とした.
＜方法＞中世後期および江戸期の料理書並びに関連書を資料として比較検討を行った．
＜結果・考察＞本書は上下二巻から成り，総項目数およそ860点の内実質的な料理法の記
述項目は約680点である．本書の構成はまず飯の調理法（飯・調味飯・酢・強飯・粥等計

29項目）があり，以降は本膳料理の形式に沿って本汁・輪・煮物，二の汁・刺身・煎酒・
猪口物，三の汁・向詰・焼合・平皿物・貝焼・鍋引・吸物・肴硯蓋鉢肴・香物・茶請・後
菓子・後段・酒，提重重詰などの分類ごとに，四季別に魚島一般と精進の料理に分けて作

り方が詳細に記されている．随所に供し方，盛りつけ方や器，取り合わせ等に関する諸注
意の具体的な記述もみられ，本書は藩主への饗応の参考書であり，内容の詳述の程度から

庖丁人によって記されたものと推察された．
　杵築特有の料理および食品の特定はできなかったが，他書にみられないと思われる料理
　（三川煮，野人煎，蜜煎酒等）.および九州地方の食品名（肥後高菜，水前寺海苔，薩州早
努,長崎模大海等）がいくつかあった．一方本書記載のすし14点中11点は酢酸すしであっ

た事，調味に醤油を用いる料理が多かった事等より，成立年代は江戸時代後半と推定した．
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